
 

 
 
 
 

トラス橋斜材の連結ピン腐食状況調査におけるハンディスキャナの適用性の検証 

トラス橋斜材の連結ピン腐食状況調査は、通常、減肉量をノギスで計測するなど手計りで行われています。 

今回、より詳細な腐食状況調査を実施するため、ハンディスキャナ（ハンディタイプの小型レーザスキャナ）による

連結ピンの形状測定を実施し、作業環境による制約、作業時間、腐食箇所の形状再現性能等、腐食状況調査にお

けるハンディスキャナの適用性の検証を行いました。 

検証の結果、以下の知見が得られました。 

〇対象物までの測定距離が 15cm～30cm 程度離せる作業空間（機器を取回せる作業空間）が必要 

〇ピン（φ100×L=260） 1 本あたりの形状測定時間 ： 約１時間 

〇ピン形状を高精度に取得でき、減肉量を３次元的に把握することができる 

〇減肉量を反映した 3 次元の構造解析モデルへの適用が期待される 

〇同一箇所を継時的に形状測定することで、腐食の進行度合いを把握することができる 

〇定量的なデジタルデータとして保存が可能 

このように、腐食状況調査におけるハンディスキャナの適用性を確認することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは、弊社 HP もご覧ください。http://www.krcnet.co.jp/topics/topics141.html 

No.201 

発行：〒732-0029 広島市東区福田 1-665-1 ㈱計測リサーチコンサルタント管理部 Tel.082-899-5471
HP：http://www.krcnet.co.jp Mail：krc@krcnet.co.jp  問合せ：http://www.krcnet.co.jp/contact/contact.htm

2019年12月20日発行 
今月のテーマ：トラス橋斜材の連結ピン腐食状況
調査におけるハンディスキャナの適用性の検証 

今年も残りあとわずか。平成から令和に代わり、新しい時代へと気持ちを切り替えた方も多かったのではないでし
ょうか。しかし、今年も台風などの災害に心を痛めた方も多いはず。人々が安心して暮らせる社会を支えるために、
私たちができることを真摯に追及していくことの大切さを噛みしめる年末でもあります。改めて、皆様、本年も誠に
お世話になりました。心より感謝申し上げます。どうか、良いお年をお迎えくださいませ。 
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